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彙　　報

教員の主な研究活動・社会活動
（2021年度）

＊2020年度紀要掲載分以降（2020年11月から2021年10月まで）
＊＊2021年度に新規に採用された教員は過去5年間の業績を含む
＊＊＊各学科ごと教員五十音順に掲載（2021年度紀要は、「人間形成学科」教員分を先に掲載す
る）
＊＊＊＊彙報の執筆要領は以下の通り

（氏名）〇〇　〇〇
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
２．学会発表
３．報告書
４．科研費等研究
５．その他

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
２．行政・関係団体活動等
３．研修会・講演会等
４．その他

※彙報編集作業にご協力ください。
①文字について
　フォントは本文に関しましては「ゴシック」で、数字に関しましては「Century」で、フォ
ントサイズは10.5での入力をお願いいたします。
②項目について
　著書、論文等は必要に応じて、以下（１）（２）等見出しを立ててご記入ください。他の項
目に関しましても同様にお願いいたします。
　③本紀要において記載すべき著書・論文・学会発表等の表記方法は、先生方の所属されて
いる主な学会における表記方法でかまいません。
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人 間 形 成 学 科

池田　充裕
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
（１）著書
１）池田充裕「シンガポール　成績評価から、人間性評価への舵を切る教育改革」大塚豊監修、

牧貴愛編著『アジア教育情報シリーズ　2巻　東南アジア編』一藝社、2021年２月、61-76頁
（２）論文
１）池田充裕・重松香奈「コロナ禍におけるシンガポールの教育対応と学校の取り組み」日本比

較教育学会『比較教育学研究』第62号、2021年２月、77-95頁
２）萩原孝恵・池田充裕「山梨県の日本語支援体制に関する調査－公立高校における特別措置の

意義－」山梨県立大学国際政策学部『山梨国際研究』、2021年３月、73-81頁

２．学会発表
１）「シンガポールにおける資質・能力の育成と学習アプローチの動向－教育制度・教育課程の

改革と学習の個別化・協働化の現状－」日本比較教育学会第57回大会シンポジウム「新時
代の子どもの学びの在り方を国際的に考える－求められる資質能力と学習のアプローチをめ
ぐって－」共同シンポジスト：細尾萌子、渡邊あや、会場：筑波大学（オンライン開催）、
日時：2021年６月26日15:00-17:30

３．科研費等研究
（１）科研費研究
１）研究代表者「シンガポールにおけるアクティブ・ラーニングの評価・改善システムに関する

実証的研究」2018 ～ 2020年度科学研究費補助金・基盤研究（C）課題番号18K02392
（２）外部研究機関
１）国立教育政策研究所「学校における教育課程編成の実証的研究」プロジェクト研究（諸外国

調査班）研究協力者、2021年６月28日～ 2022年３月31日
２）公益財団法人教科書研究センター「海外教科書制度調査研究」委員、2018年９月11日～

2022年３月31日

４．その他
１）東洋経済 education × ICT「『学力世界一』シンガポールの教育は何が凄いか－ TIMSS『勉強

は楽しい』割合に日本の課題あり－」編集協力
２）山梨県立大学地域研究交流センター研究プロジェクト「日本語指導が必要な外国人児童生徒

のライフチャンス－高校進学から卒業までの支援体制構築に向けて」（研究代表者：萩原孝
恵）に共同研究者として参加
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Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
（１）所属学会
・日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教育学会、日本教育行政学会、日本教育制度学

会、日本教育政策学会、日本保育学会

２．行政・関係団体活動等
（１）行政・教育関係機関
１）山梨県教育庁高校教育課山梨県立学校いじめ問題対策委員会（委員長）（～ 2020年３月まで）
２）山梨県教員育成協議会（委員）（～現在）
３）山梨県少人数教育推進検討委員会（委員）（～現在）
４）山梨県私立学校審議会（委員）（～現在）
５）山梨県北杜市いじめ問題専門委員会（委員）（～ 2021年11月まで）
６）山梨県総合教育センター活性化検討委員会（委員）（～現在）
７）山梨県立中央高等学校・学校評議員会（委員）（～現在）
（２）関係団体
１）山梨県ＰＴＡ関係文部科学大臣表彰候補選考委員会（委員）（～現在）
２）公益財団法人しんきん育英会（理事）（～現在）

３．研修会・講演会等
１）山梨県立大学教員免許更新講習「必修科目　教育の最新事情」講師、「オリエンテーション」

「修了認定試験」担当、2021年９月４日、主催・会場：山梨県立大学
２）「子育て支援員研修　地域保育コース（地域型保育）」講師「総合演習」「グループ討議」担

当、2021年７月６日、７月27日、主催：山梨県福祉保健部子育て支援課、会場： ぴゅあ総
合
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太田　　研　
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文等
（１） 論文
１）太田　研（2020）．授業 UD に基づくエビデンスを蓄積するためのシングルケースデザイン　

授業 UD 研究，10，62-69．【依頼あり】
２）太田　研（2021）．幼児が描く人物像およびアイテムの大きさへの能動的触知覚活動の影

響．日本社会福祉マネジメント学会誌，1，3-13．【査読あり】
３）太田　研（2021）．重度知的発達症者のビデオセルフモニタリングの 成立条件に関する予備

的検討―絵カード上の適応行動の弁別特性― ．山梨県立大学人間福祉学部紀要，16，
1-9． 

４）太田　研（2021）．保育所・幼稚園において個別の保育・指導計画の活用を支える巡回相
談．発達障害研究，43，153-162．【依頼あり】【査読あり】

（２）学会発表
１）鈴木　勲・和田一郎・仙田　考・太田　研（2021）．放課後児童支援員等に求められる専門

性及び資質向上のあり方に関する調査研究―専門的知識と援助技術に焦点をあてて―　
日本保育学会第74回大会発表論文集，K18-K19．

２）太田　研・鈴木　勲・和田一郎・仙田　考（2021）．放課後児童クラブにおける防災マニュ
アルの活用状況に関するインタビュー調査　日本保育学会第74回大会発表論文集，K15-K16．

３）Ota, K. (2021). The effect of video self-monitoring package on increasing on-task behavior 
in high school students with severe intellectual disabilities. The 42nd Annual HYBRID 
Conference of the International School Psychology Association, Book of Abstracts, 93-93.

（３）報告書
１）太田　研（2021）．一時保護所職員の人材育成・研修のあり方―自由記述の回答から―

（pp. 53-60），一時保護所職員の人材育成・研修のあり方――インタビュー調査の回答から
―（pp. 61-69）　鈴木　勲・和田一郎・仙田　考・太田　研：2020年度公立大学法人会
津大学競争的研究費採択事業・報告書　児童相談所一時保護所及び一時保護機能を有する児
童養護施設の人材育成―研修体系モデルの開発に関する調査研究―

（４）科研費等研究
［研究代表者］
１）太田　研：重度知的発達症児の適応行動増進を目指すアシスティブ・モニタリング技術の開

発，科研費（若手研究），課題番号：19K14305，2019年４月―2022年３月
２）太田　研：保育施設において子どもの精神的健康を促進するための自然体験活動の同定，日

本社会福祉マネジメント学会福祉研究費助成，2020年４月―2022年３月
 （新型コロナウイルス感染症の影響により延長）
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［研究分担者］
１）児童相談所一時保護所及び一時保護機能を有する児童養護施設の人材育成―研修体系モデ

ルの開発に関する調査研究―，2020年度公立大学法人会津大学競争的研究費採択事業，
2020年06月―2021年03月，研究代表者：鈴木　勲（会津大学短期大学部）

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
［所属学会］

日本行動分析学会、日本認知・行動療法学会、日本発達心理学会、日本臨床発達心理士会、日
本特殊教育学会、日本 LD 学会、日本発達障害学会、日本発達障害支援システム学会、日本授
業 UD 学会、日本保育学会、こども環境学会、日本子ども学会、日本社会福祉マネジメント学
会、日本子ども虐待防止学会

［役職］
日本授業 UD 学会　代議員

２．行政・関係団体活動等
１）武蔵村山市特別支援教育専門委員会委員（2014年４月―現在に至る）
２）武蔵村山市入級支援委員会委員（2014年４月―現在に至る）
３）一般社団法人東京特別支援教育心理研究センター運営委員（2019年４月―現在に至る）
４）山梨県教育委員会調査研究会委員（2020年４月―現在に至る）
５）山梨県社会教育委員（2020年11月―現在に至る）

３．研修会・講演会等
１）埼玉県川口市保育所等職員研修（書面研修）講師（2020年12月）
２）東京都日野市立公立小学校特別支援教室研修会講師（2021年２月）
３）山梨県私立幼稚園連盟中部地区研究会「愛着形成と心の育ち」講師（2020年11月～ 2021年

10月 , 計６回）
４）山梨県中堅教諭等資質向上研修「学級経営に必要なコミュニケーション」講師（2021年６月

～ 10月，計４回）
５）山梨県立大学受託子育て支援員研修「子どもの発達」「乳幼児の発達と心理」「地域型保育に

おける保護者への対応」「グループ討議」「見学実習代替」講師（2021年７月～10月，計５回）
６）山梨県立大学教員免許状更新講習「教育の最新事情・子どもの社会情動発達と教育実践」講

師（2021年９月）
７）山梨県放課後児童支援員認定資格研修「子どもの発達理解」「児童期（６歳～ 12歳）の生活

と発達」（2021年９月～ 10月，計２回）
８）埼玉県春日部市立公立小学校校内研修「社会的認知から道徳授業の UD を考える」講師

（2021年９月）
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奥谷　佳子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
著書

「シリーズ 知のゆりかご 子どもの姿からはじめる領域・言葉」秋田喜代美・三宅茂夫 ( 監修 ), 
秋田喜代美・砂上史子 ( 編集 )　担当部分 「第８章 ３歳以上児の保育における言葉のやり取り
を育む保育実践」pp.131-148　みらい　2020年12月

論文
「幼稚園の協同的な遊びや活動における保育者の言語的援助ー４・５歳児クラスのごっこ遊び
と生活発表会に向けた活動における発話の分析ー」　奥谷佳子・砂上史子　保育学研究 第58
巻 第２・３号合併号 pp.119-130　2020年

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本保育学会
日本乳幼児教育学会
日本臨床発達心理士会

２．研修会・講演会等
（１） 子育て支援員研修 地域保育コース ( 地域型保育 ) 講師　「子ども・子育て家庭の現状」「保

育の原理」担当　2021年７月１日　主催：山梨県福祉保健部子育て支援課　会場：山梨県立
男女共同参画推進センターぴゅあ総合

（２） 山梨県私学教育振興会山梨県私立幼稚園連合会 中部地区研究会講師　第２分科会「同僚
性を育む “ 語り合い ”“ 学び合い ”」担当　2021年１月20日、６月２日、７月７日、８月４日　
主催：山梨県私学教育振興会山梨県私立幼稚園連合会　会場：中部地区の幼稚園

（３） 山梨県幼稚園・保育所等教育研究協議会講師　「研究主題２ カリキュラム・マネジメ
ントと関連付けながら実施する学校評価について」2021年６月８日、８月24日、12月７日　
主催：山梨県、山梨県教育委員会　会場：山梨県立青少年センター
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髙野　牧子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
（１）論文
・（単著）髙野牧子（2021）「ドイツ「森の幼稚園」における保育内容」

山梨県立大学人間福祉学部紀要第16号 ,pp.10-21
（２）学術雑誌
・（単著）髙野牧子 (2021)「自然の中で行う幼児の身体表現あそび」『女子体育』春号 ,pp.14-17    　
・（単著）髙野牧子 (2021)「ダンスによる自己表現・自己実現」『女子体育』夏号 ,pp.34-37  
・（単著）髙野牧子 (2021)「動きでかかわりを生み出す」『女子体育』秋号 ,pp.4-5
（３）舞台発表
・T.Blend（瀬川真寿美、髙野牧子、浜田尚子、刀祢平和子）「満ちよ　あさき夢　満ちよ」

2021年９月19日 ( 日 ) ラゾーナ川崎プラザソル　10名限定公開

２．科研費等研究
・単独「身体表現・ダンス教育による接続カリキュラム構築」（平成27年度～ 31年度 , 延長令和

３年度）　課題番号15K01525
　
Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

公益社団法人 日本女子体育連盟 副会長
日本体育・スポーツ・健康学会、舞踊学会、日本保育学会、日本発育発達学会、体育科教育学会、
山梨県女子体育連盟理事

２．行政・関係団体活動等
（１）2020横浜スポーツ学術会議　総務委員、学術委員
（２）山梨県子ども・子育て会議委員
（３）山梨県保育等人材確保・定着等協議会　委員長
（４）山梨県保育・教育の質向上部会委員
（５）山梨県社会福祉審議会委員 
（６）昭和町子ども・子育て会議副委員長 
（７）山梨市子ども・子育て会議委員 

３．研修会・講演会等
（１）富士河口湖町子育て支援わいわい教室（２歳児コース）講師　年６回
（２）富士河口湖町子育て支援親子ふれあい教室（３歳児コース）講師　年４回
（３）Fuji こどもの家バンビーノの森、身体表現活動講師　年４回
（４）（公社）日本女子体育連盟「全国女子体育研究大会 /JAPEW SUMMER SEMINAR 2021」大会

組織副委員長 ,2020.8.22．  Web 開催
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（５）（公社）日本女子体育連盟 JAPEW-DMIL 講師　DVD 教材作成 
（６）令和２年度子育て支援員研修　講師

2020.9.2. アイメッセ、2020.9.7,16,17, 女性総合センター　
（７）あけぼの医療福祉センター , タムタム , 親子教室講師　年３回　Web 開催
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鳥居美佳子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
研究ノート
（共著）鳥居美佳子・古屋祥子・山田千明「保育者養成課程の学生による食育カルタ遊びの実践

と学びの成果―第14回食育推進全国大会 in やまなしに参加して―」山梨県立大学人間福祉
学部紀要第16号、29-41（2021年３月）

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本家政学会、日本機能性食品医用学会、日本食育学会、日本産前産後ケア・子育て支援学
会、日本子育て学会、小児栄養研究会

２．行政・関係団体活動等
（１）山梨経済同友会「やまなし女性にプラス！」プロジェクト委員会委員
（２）大村智自然科学賞選考委員会委員

３．研修会・講演会等
（１）研究会助言者　山梨県私学教育振興会幼稚園部会西部地区研究会（2021年６月、10月）
（２）講座講師　韮崎市ファミリーサポート養成講座（2021年６月）
（３）講座講師　山梨県子育て支援員研修（2021年７月）
（４）講座講師　教員免許状更新講習選択講座（2021年９月）
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古屋　祥子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
＜著書・論文等＞
（１）鳥居美佳子、古屋祥子、山田千明（2021）「保育者養成課程の学生による食育カルタ遊び

の実践と学びの成果－第14回食育推進全国大会 in やまなしに参加して－」『山梨県立大学人
間福祉学部紀要第16号』pp29-41

（２）武末裕子、古屋祥子（2021）「粘土による造形活動の有効性についてー『手でみる彫刻展』
ワークショップおよび幼児・児童造形事例から－」『山梨大学教育人間科学部附属教育実践
センター研究紀要 no.26』pp115-124

＜美術作品発表＞
（１） 古屋祥子、石川智弥「暗い背景に浮かぶ月」( 立体作品 )　ふれてみる展覧会　[ 山梨県立

図書館交流ルーム１０１，１０２] 2021.10
（２） 古屋祥子、石川智弥「てざわりの旅」( インスタレーション作品 )　ユニバーサル・ミュー

ジアム　さわる！ “ 触 ” の大博覧会　[ 国立民族学博物館　特別展示館 ] 2021.9 ～ 11
（３） 古屋祥子「ORIGAMI MEDAL No,10」( アートメダル )　第38回日本アートメダル展　[ 東

京都美術館第一公募展示室 ] 2021.7
（４） 古屋祥子「ORIGAMI MEDAL No,11」( アートメダル )　第38回日本アートメダル展　[ 東

京都美術館第一公募展示室 ] 2021.7
（５） 古屋祥子、石川智弥「耳の時代」( 立体作品 )　是空美術展　[ ひらしお源氏の館 ] 2021.1

～ 2, [ 山梨県立美術館県民ギャラリー C] 2021.2
（６） 古屋祥子、石川智弥　Ｔ .Blend live act７『満ちよ　あさき夢、満ちよ』舞台美術　[ ラ

ゾーナ川崎プラザソル ]　2021.9

２．科研研究費
（１）日本学術振興会科学研究費助成事業　基盤研究 C「地域連携による触覚鑑賞ツールについ

ての調査・開発研究」研究分担者　2018 ～ 2022　　

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本藝術メダル協会（ J.A.M.A.）、国際メダル協会（F.I.D.E.M.）、美術教育研究会、美術解剖
学会、大学美術教育学会

２．行政・関係団体活動等
（１）山梨大学・山梨県立大学・山梨県立図書館共催事業「手でみるプロジェクト2021」実行委員

３．研修会・講演会等
（１）盲学校児童ワークショップ「つなぐ　つながる」講師［山梨県立図書館交流ルーム102］

2021. 10
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（２）富士河口湖町３歳児親子ふれあい教室講師　2021. 6/22, 6/29
（３）山梨県立図書館・山梨大学連携事業「子どもの読書オープンカレッジ」講師
　　　［山梨県立図書館１階イベントスペース西面］2021.5
（４）NPO 法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ オンライン講演会講師　2021.3
（５）認定こども園 Fuji こどもの家バンビーノの森　美術活動　講師 2020.11,2021.2,7,10
（６）認定こども園　学校法人市川幼稚園　美術活動　講師　2020.11, 2021.1/18,1/25,4,5,10
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村木　洋子
Ⅰ　主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
≪作品発表≫
・「Variations de la Marseillaise」他６曲 作曲・編曲及びピアノ独奏（2021年３月29日 ) 主催：福

島日仏協会（. 駐日フランス大使就任歓迎会）
・「Ballade des maladies infectieuses」他２曲 作曲及びピアノ独奏（2021年７月11日）主催：梁

川ウェットストーン
≪演奏≫
・チェロ伴奏「Als die alte Mutter mich noch lehrte singen（Dvořák）」他（2020年12月７日）大

泉学園ゆめりあホール
・室内楽「Trio für Pianoforte, Violine und Violoncell "Gassenhauer" B-Dur Op.11（Beethoven）」

他４曲（2021年２月７日）福島市音楽堂
・ピアノ独奏「Héros Polonaise（Chopin）」他12曲（2021年６月３回）福島市立松川小学校

Ⅱ　主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本ピアノ教育連盟、日本ソルフェージュ研究協議会、日本音楽芸術マネジメント学会、
音楽理論研究会、日本教材学会、福島日仏協会、東京芸術大学同声会福島支部長

２．行政・関係団体活動等
・山梨県家庭教育支援事業企画提案審査会審査委員
・キャンパスネットやまなし企画運営委員会委員
・山梨県総合評価委員会委員
・日本ピアノ教育連盟ピアノオーディション（東北支部）審査員・講評者（12月・オンライン）
・社団法人日本クラシック音楽協会 日本クラシック音楽コンクール ピアノ部門 予選 審査員　

（2021年８月16日）いわきアリオスホール
・社団法人日本クラシック音楽協会 日本クラシック音楽コンクール ピアノ部門 本選 審査員　

（2021年10月９日）やまぎん県民ホール

３．研修会・講演会等
・『音楽鑑賞教室』講師 (2021年６月16日 ) 福島市立松川小学校
・『峡北教育研究協議会幼年期教育研究会』講師（2021年８月２日）北杜市立高根東小学校
・山梨県立大学教員免許状更新講習 選択講座「幼稚園教諭の実践力を高める」講師（2021年９

月19日）
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山崎　宣次
Ⅰ．主な研究活動
１．学会発表
・2021/8/29　個に応じた計算ドリルを使った取り組みとその成果（日本教育報学会 第37回年会

（岐阜女子大学：オンライン開催））
・2021/9/19　教員養成における小学校理科の模擬授業～主体的で協働的な模擬授業とリフレク

ション～（日本理科教育学会 第71回全国大会（群馬大学：オンライン開催））
・2021/10/17　小学校特別な教科道徳の通知表所見の分析（日本教育工学会 第39回秋季全国大

会（オンライン開催））

２．外部資金
・イノベーティブ教育の実践に向けた教職志望の学生の学習に関する縦断的研究
　日本学術振興会 科学研究費助成 : 基盤研究 (C)
　研究期間 : 2021年４月 - 2024年３月
　代表者 : 羽野ゆつ子（大阪成蹊大学）、研究分担者：山崎宣次ほか
・学力向上のための基盤作りに関する調査研究
　文部科学省（テーマ３：効果的な補充学習・家庭学習の実施）
　研究期間 : 2019年４月 - 2022年３月
　契約者 : 岐阜県羽島市教育委員会、分析専門チーム担当：山崎宣次ほか

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会

日本理科教育学会・日本科学教育学会・日本教育工学会・日本教育情報学会・教育システム
情報学会・人間福祉学会・子どもと自然学会（理事）

２．行政・関係団体活動等
・2020年４月～現在　甲府市廃棄物減量等推進審議会委員
・2017年８月～現在　岐阜大学教育学部附属学習協創開発センター プロジェクト研究員
　（タブレット PC 教育利用研究）
　（産官学による学力向上協創プロジェクト）
・2021年10月16日「未来の学び ～小学生のための生涯学習講座～」講師
　　　　　　　　　演題「国語を科学（実験）してみよう」
　　　　　　　　　大学コンソーシアムやまなし
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福祉コミュニティ学科

大津　雅之
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
著書
共著：（編集）障害福祉サービス実務研究会・（代表）柳田正明『わかりやすい　障害福祉サービ

スの実務－追録第４号－』新日本法規、2021年３月、1018 ‐ 1019ページ。

研究ノート
共著：〇大津雅之（山梨県立大学）・田中 謙（日本大学）・高木寛之（山梨県立大学）・中川陽子

（大阪成蹊短期大学）「社会福祉史における社会資源の位置付けと今後の研究課題」『山梨県
立大学人間福祉学部紀要』第16号、22-28 ページ、2021年３月。

実践報告
共著：〇中里良一・前川有希子・大津雅之・大塚ゆかり・山中達也・柳田正明「『障害者の農作

業技術研修プログラム』の開発へ向けての試み（令和元年度農福連携調査報告）」『山梨県立
大学人間福祉学部紀要』第16号、42-51 ページ、2021年３月。

２．学会発表
共同：〇大津 雅之・田中 謙（日本大学）「NIPT を受けた妊婦に対するソーシャルワークの必要

性― 中絶 / 妊娠継続に関する意思決定支援の質的視点から ―」日本社会福祉学会　第69回
秋季大会、2021年９月、開催校：東北福祉大学（大会会場：Zoom ミーティング、Zoom ウェ
ビナーによるオンライン）。

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
所属学会

日本社会福祉学会（会員）
日本ヘルスプロモーション学会（会員）
日本学習社会学会（会員）
日本教育福祉学会（会員）

職能団体
日本社会福祉士会（会員）
山梨県社会福祉士会（会員・理事）
日本介護福祉士会（会員）
山梨県介護福祉士会（会員）
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２．行政・関係団体活動等
（１）山梨県障害者自立支援協議会　相談支援・人材育成部会　協力員、2017年度～現在
（２）中央市・昭和町地域自立支援協議会　協議会委員、2018年度～現在
（３）一般社団法人山梨県社会福祉士会　理事、2020年度～現在
（４）令和３年度中央市・昭和町計画相談事業所連絡会スーパーバイザー・アドバイザー（2021

年度）
（５）令和３年度中央市・昭和町障がい者相談支援センター「穂のか」事例検討会スーパーバイ

ザー・アドバイザー（2021年度）

３．研修会・講演会等
（１）令和３年度山梨県主任相談支援専門員研修「人材育成　～人材育成の意義と必要性～」講

師　山梨県立博物館生涯学習室　＊山梨県立大学大津研究室より ZOOM を使用しての遠隔
講義：2021年５月27日

（２）令和３年度　中央市・昭和町計画相談事業所連絡会「（学習会）ピアサポートの会」講
師・スーパーバイザー・アドバイザー　中央市・昭和町障がい者相談支援センター「穂の
か」・中央市玉穂総合会館（ZOOM 配信も含む）で開催：2021年５月27日（当日の大津講義
は事前収録したものを会場にて上映）・７月29日・10月１日・11月26日・2022年１月28日・
３月25日 = 計６回（予定）

（３）令和３年度山梨県相談支援従事者現任研修「人材育成　スーパービジョン」講師　ZOOM
による遠隔講義　＊山梨県立大学大津研究室より ZOOM を使用しての遠隔講義：2021年９
月２日
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金　碩浩
Ⅰ．主な研究活動
１．学会・研究会報告
　金碩浩「地域密着型サービスの導入が要介護状態及び介護費に与える影響分析」中京大学経済
研究所八事セミナー研究発表、2017年９月20日
　金碩浩「韓国の老人長期療養保険制度の労働供給効果―主たる家族介護者である女性家族を中
心に―」社会政策学会第137回秋季大会自由論題報告、北海学園大学、2018年９月１日
　金碩浩「介護保険制度の需要の価格弾力性の推定―パネルデータによる検証―」、社会政策学
会第139回秋季大会自由論題報告、法政大学、2019年10月20日
　金碩浩「最低賃金と公的介護保険サービス利用率の因果分析―韓国のパネルデータを用いた計
量分析」、社会政策学会第141回秋季大会自由論題報告、オンライン開催（ZOOM 開催）、2020年
10月25日
　金碩浩「最低賃金と公的介護保険サービス利用率の因果分析―韓国のパネルデータを用いた計
量分析（修正・加筆版）」、貧困・公的扶助研究会（2PS）、オンライン開催（ZOOM 開催）、2021
年９月18日
　金碩浩「韓国の自活事業における包括的ソーシャルワークの構造分析―過去５年間の事例報告
書の分析をもとに―」、社会政策学会第143回秋季大会自由論題報告、オンライン開催（ZOOM
開催）、2021年10月16日
２．科研費等研究
　令和３年度山梨県立大学地域研究交流センター地域研究事業「コロナ禍における山梨県内の学
生生活実態分析及び地域レベルの支援対策の検討」の採択
　令和３年度山梨県立大学地域研究交流センター教員地域貢献活動支援事業（地域実践事業）「山
梨の子ども白書」編集・出版事業」の採択

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本社会福祉学会（会員）、社会政策学会（会員）、貧困研究会（会員）、
日本生活経済学会（会員）、全国公的扶助研究会（会員）、
貧困・公的扶助研究会（2PS）（会員）、
東海地域ホームレス・生活保護研究会（会員）

２．行政・関係団体活動等
韓国・金海市民主青年会　在外委員（現在）
反貧困ネットワークあいち　会員（現在）
「山梨子ども白書」編集委員会　編集委員（現在）
「山梨子ども白書」編集委員会　事務局（現在）
社会福祉法人「やまなし勤労者福祉会」理事（現在）
日本政策学生会議（ISFJ）政策提言論文2021年度査読審査委員（現在）
NPO 法人やまなしライフサポート運営委員（現在）



－ 148 －

坂本　玲子
Ⅰ．主な研究活動
１．研究論文

Subjective happiness and sleep in university students with high myopia：Psych. 2020, 2, 279-
286.

２．学会発表
（１）「こころの健康調査」からみた大学新入生の精神的健康状態について：第58回全国大学保

健管理研究集会、2020、11月 .
（２）「こころの健康調査」からみた大学新入生の精神的健康状態について（第２報）：第59回全

国大学保健管理研究集会、2021、９月 .
（３）「こころの健康調査」からみた大学新入生の精神的健康状態について（第３報）：第59回全

国大学保健管理研究集会、2021、９月 .
（４）コロナ禍における大学生の食習慣変化と心理への影響について：第59回全国大学保健管理

研究集会、2021、９月 .
（５）自閉的特性とコミュニケーション能力・自尊感情との関係－大学生の恋愛関係を通して－

大学生の恋愛関係を通して－：第59回全国大学保健管理研究集会、2021、９月 .

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会

日本精神神経学会会員、日本病跡学会会員

２．行政・関係団体等活動
（１）発達障害者支援体制整備検討委員会委員（山梨県）、2014年～現在
（２）山梨県男女共同参画審議会委員、2018年～現在

３．研修会・講演会等　（抜粋）
12月８日　河口湖町教育委員会：自立のためのメンタルヘルス（中学２年生対象）
１月26日　河口湖未来創生：こどもの脳の育て方　（幼児の母親対象）
３月16日　ファミリーサポート笛吹：子どもの心の発達と関わり（子育てサポーター対象）　
７月６日　社会福祉事業団：メンタルヘルス（勤労者対象）　
７月８日　峡南教育事務所 : 共に輝き続けるために ‐ これからの子育て ‐（教員・親・保育者

対象）
７月19日　湖北中学：すてきな大人になるために（中学生対象）
10月13日　勝山中学：思春期脳とのつきあい方：（中学２年対象）
10月27日　甲府市福祉保健部：睡眠とこころの健康について（保健計画推進連絡協議会理事対

象）
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高木　寛之
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
著書
（１）「社会福祉士国試対策過去問題集 2021 専門科目編（現代社会と福祉担当）」福祉教育カレッ

ジ、2022
２．学会発表
（１）小地域福祉活動推進のための支援方法とその課題に関する研究　日本地域福祉学会　第35

回大会、2021

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
所属学会

日本社会福祉学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、日本地域福祉学会、福祉社会学
会、日本ソーシャルワーク学会

２．行政・関係団体活動等
（１）愛媛県松野町社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2014 ～現在
（２）愛媛県砥部町社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2015 ～現在
（３）愛媛県愛南町社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2015 ～現在
（４）山梨県富士河口湖町地域包括ケアシステム　アドバイザー　2016 ～現在
（５）全国社会福祉協議会　全国ボランティア・市民活動振興センター運営委員　2017 ～現在
（６）山梨県富士川町社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2017 ～現在
（７）愛媛県愛南町社会福祉協議会　福祉教育推進委員会　アドバイザー　2017 ～現在
（８）山梨県北杜市専属地域活動支援コーディネーター　2017 ～現在
（９）日本ソーシャル教育学校連盟　国家試験合格支援委員会　委員　2017 ～現在
（10）山梨県甲州市社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2018 ～現在
（11）山梨県南アルプス市　地域福祉計画　アドバイザー　2018 ～現在
（12）山梨県南アルプス市社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2019 ～現在
（13）山梨県笛吹市自立支援協議会　アドバイザー　2019 ～現在
（14）神奈川県川崎市多摩区福祉教育推進委員会　アドバイザー　2020 ～現在
（15）南アルプス市高齢者いきいきプラン　策定委員長　2020 ～現在　
（16）南アルプス市地域密着型サービス運営委員会　委員　2020 ～現在
（17）一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟「新たな社会福祉士養成カリキュラムに

おける研修のあり方に関する調査研究事業」山梨県担当　2020 ～現在
（18）笛吹市地域福祉計画策定審議委員会　委員長　2021 ～現在
（19）山梨県社会福祉士会倫理委員会委員　2021 ～現在
（20）甲府市空家対策協議会委員　2021 ～現在
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３．研修会・講演会等
（2020.4 ～ 2021.3）
（１）甲州市社会福祉協議会　職員研修会　講師
（２）甲州市社会福祉協議会　支部社協研修会　講師
（３）甲州市社会福祉協議会　地域福祉活動計画策定座談会　講師
（４）甲斐市社会福祉協議会　防災訓練振り返り研修会　講師
（５）南アルプス市社会福祉協議会　職員研修会　講師
（６）山梨県主任介護支援専門員　養成講習会　講師
（７）障害者センターりんく　職員研修会　講師
【県外】
（１）愛南町社会福祉協議会　地域福祉活動計画振り返り研修会　講師
（２）愛南町社会福祉協議会　住民座談会　講師
（３）愛南町社会福祉協議会　福祉教育推進委員会研修会　講師
（４）愛南町社会福祉協議会　サロン研修会　講師
（５）砥部町社会福祉協議会　住民座談会　
（６）砥部町社会福祉協議会　地域福祉懇談会　講師
（７）砥部町社会福祉協議会　職員研修会　講師
（８）砥部町社会福祉協議会　地域福祉活動セミナー　講師
（９）松野町社会福祉協議会　地域福祉活動計画策定委員会研修会　講師
（10）愛媛県3町社協サミット　講師
（11）川崎市多摩区社会福祉協議会　教員向け福祉教育研修会　講師
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橋爪　大輝
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
著書（共著）
（１）日本アーレント研究会編『アーレント読本』法政大学出版局、2020年。

訳書（共訳）
（１）エリザベス・ヤング＝ブルーエル、大島かおり／矢野久美子／粂田文／橋爪大輝訳『ハン

ナ・アーレント―〈世界への愛〉の物語』みすず書房、2021年。
（２）ヘイドン・ホワイト、岩崎稔監訳、大澤俊朗／小田原琳／柏崎正憲／高橋明史／トリス

タン・ブルネ／橋爪大輝／馬場智一／福田将之／山本裕子／吉田耕太郎訳『メタヒストリー
― 一九世紀ヨーロッパにおける歴史的想像力』作品社、2017年。

論文（単著）
（１）橋爪大輝「アーレントによる「親密性」批判の意義」『二松學舍大学国際政経論集』第26

号、121-137頁、2020年３月。
（２）橋爪大輝「出来事の〈意味〉とはなにか―「理解と政治」を中心にアーレント物語論を

読解する」『倫理学年報』第68集、日本倫理学会、187-200頁、2019年３月。
（３）橋爪大輝「複数性の哲学―アーレント哲学の体系的解釈」（博士論文）東京大学大学院

人文社会系研究科、2019年２月。
（４）橋爪大輝「政治の闘争性―アーレントにおける戦争とアゴーン」『倫理学紀要』第24輯、

東京大学大学院人文社会系研究科倫理学研究室、54-80頁、2017年３月。
（５）橋爪大輝「〈一者のなかの二者〉の構造と成立機序―アーレントにおける思考の概念」

『倫理学年報』第66集、日本倫理学会、159-172頁、2017年３月。

２．学会発表
（１）橋爪大輝「アーレントにおける「意志」の構造―可否の能力と計画の能力」社会思想史

学会第43回大会、2018年10月28日。
（２）橋爪大輝「なぜ物語に必然性が必要なのか―アーレント物語論の展開を跡づける」ワー

クショップ「歴史的な人間の生―ハイデガー、レーヴィット、アーレントの思考」日本倫
理学会第69回大会、2018年10月５日。

（３）橋爪大輝「説得・合意・約束―アーレントにおける政治的コミュニケーションの構造」
日本アーレント研究会、第3回春季定例会、2018年３月11日。

３．その他
（１）橋爪大輝「（書評）ベッティーナ・シュタングネト著『エルサレム〈以前〉のアイヒマ

ン』」『週刊読書人』第3399号、２面、2021年７月23日。
（２）橋爪大輝「（書評）『AI 時代の労働の哲学』（稲葉振一郎 著、講談社選書メチエ、2019年）」

『Arendt Platz』No.5、日本アーレント研究会、51-53頁、2020年６月。
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（３）橋爪大輝「（書評）百木漠著『アーレントのマルクス―労働と全体主義』」『大原社会問
題研究所雑誌』第728号、法政大学大原社会問題研究所、83-87頁、2019年５月。

（４）橋爪大輝「多文化主義」・「親密圏」・「利己主義／利他主義」（事典項目）、情報・知識＆オ
ピニオン imidas、2018年３月。

（５）成田龍一、岩崎稔、橋爪大輝「［鼎談］『メタヒストリー』が現在に問いかけるもの」『週
刊読書人』2017年12月１日号。

（６）橋爪大輝「「和解論」における「物語論」―対馬美千子著『ハンナ・アーレント―世
界との和解のこころみ』合評会後記」『Arendt Platz』No.2、アーレント研究会、13-14頁、
2017年１月。

Ⅱ．主な社会活動
１．所属団体・職能団体および役職等
所属学会

日本倫理学会（会員）、社会思想史学会（会員）、政治思想学会（会員）、日本アーレント研究
会（スタッフ）

２．研修会・講演会等
（１）子育て支援員研修「対人援助の価値と倫理」2021年７月５日。



－ 153 －

柳田　正明
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
　　１．単共著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録63号以降２回　新日本法規　2020
　　２．編著　編集代表『わかりやすい障害者福祉の実務』新日本法規　追録4号　2020
　　３．単共著『Q&A 社会福祉法人の法務・会計・税務』新日本法規　追録　2020

４．共著「障害者の農作業技術研修プログラム」の開発へ向けての試み（令和元年度農福連
携調査報告）『山梨県立大学人間福祉学部紀要』第16号2020　p42-51

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本社会福祉学会、日本介護福祉学会、日本行動分析学会、日本発達障害学会、日本リハビリ
テーション連会科学学会、日本保健医療福祉連携教育学会　日本社会事業大学社会福祉学会

２．行政・関係団体活動等
・日本リハビリテーション連携科学学会社会リハビリテーション研究会幹事
・日本保健医療福祉連携教育学会学会誌査読委員
・独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園参事（調査研究担当）
・独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園研究会議委員
・独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園研究倫理審査会委員
・新宿区介護認定審査会座長
・新宿区障害者施策委員会委員
・墨田区障害認定審査会委員
・墨田区障害者自立支援協議会副委員長
・日本知的障害者福祉協会社会福祉養成所運営委員会委員
・日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所講師
・社会福祉法人旭出生産福祉園オンブズパーソン
・社会福祉法人立正光生園監事
・川崎市民間活用委員会委員
・認定社会福祉士機構登録認定社会福祉士スーパーバイザー
・山梨県障害者施策委員会委員委員長
・山梨県県指定障害者施設選定委員会委員長
・山梨県市民後見人基礎講座講師
・山梨県生涯学習推進センター成果活用講座「はじめてみませんか？障害者サポートボランティ

ア」講師


